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※周辺地域における調査箇所は備考欄に示す。

注1） 「ＩＤ」「公開レベル」「保管形式」「保管場所」については記入しないこと。

注2） ドロップダウンリストから該当する項目を選択すること。

注3） 該当する項目の□をクリックし、チェックを入れる。

発行年月/報告年月

資料形式注2） 報告書

2004年
白神山地世界遺産地域の森林生態系保全のためのモニタリング手法の確立と外縁部
の森林利用との調和を図るための森林管理に関する研究報告書（平成１０～14年
度）／　白神山地世界遺産地域調査区1999年度のササラダニ

ID注1）

2月

環境省自然環境局　東北地区自然保護事務所 委託機関 藤川徳子(愛媛県在住)

紙

報告書名称
/調査名称

031125 公開ﾚﾍﾞﾙ注1） C 前回ID保管形式注1） 保管場所注1）

調査機関

調査開始年

―

■調査手法
　1999年10月2日、櫛石山南斜面モニタリングサイト。コドラー
ト枠内で5×4cm(表面)×5cm(深さ)の定量調査用採取缶16個を縦
横4列に密着して並べて打ち込み、深さ5cmまでの試料を採取した
後にその穴の中に再び別の16個の採取缶を打ち込んで深さ5-10cm
の試料を採取し、更にその穴に再度16個の採取缶を打ち込んで深さ
10-15cmを採取し、合計48個の深度別試料を採取した。
　10月3日、櫛石山尾根部モニタリングサイト。前日の調査と同じ
ように0-5cm、5-10cmおよび10-15cm深度ごとに16個ずつ合
計48個の土壌試料を採取した。
　これらの試料を全て福島市の藤川宅の研究室に宅配便で送り、同
所の定量用ツルグレン装置でササラダニ類とミミズ類を抽出した。

ON林:櫛石山南斜面中腹部モニタリングサイト9-B枠1999年10月
2日採集
KU林:櫛石山南斜面尾根部モニタリングサイト7-D枠1999年10月
3日採集

区分注2）策定

緩衝地域

調査箇所・範囲注3）

周辺地域核心地域

2012年3月

GPS等の位置データあり

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ計画

1999年 10月 1999年調査期間

結果概要（スペースに収まるように入力してください）

　合計38科53属85種類を採集した。今回採集した全成体は雌であり、これらを測定した値に基づく平均体長と採集個体数を
種類別に表にまとめた。
　最大体長を持つ種類はPhthuracarys(Achiphthiracarus)sp.SH-29*であり、一方、最も体長の小さい種類は、
Quadroppia sp.SH-36であった。

問い合わせ

環境省東北地方環境事務所　西目屋自然保護官事務所
〒０３６-１４１１　青森県中津軽郡西目屋村大字田代字神田６１-１
TEL:０１７２－８５－２６２２　　FAX:０１７２－８５－２６３５

1999年 ～10月

≪原本（データ）の帰属について≫

目的・調査手法

ⅡB 小区分注2）大区分注2） 2

10月

調査頻度注2） ―調査時期注2） 秋 ―― ―

位置図添付

（核心地域・緩衝地域）
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